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修学旅行実行委員長 

私達は 5月 11日から 5月 13日の間、京都と奈良に新幹線や電車を乗り継ぎ行ってきました。奈良で

は事前に計画していた予定をもとに班別行動を行い、その後嵯峨グレースホテルまで自分達でたどり

着かなくてはならず、班全員での臨機応変な対応が求められました。しかし、どの班も一般の方への迷

惑にならないよう考え、行動し続けられたと思います。 

また、2日目では班別行動でタクシードライバーの方に、3日目のクラス別行動ではバスガイドの方

に見学する建造物の歴史や関わった人物などについて説明してもらったため、京都の歴史について多

くを知ることができました。そして宿舎内でも時間を守りつつ節度ある行動をとることができ、3日間

多くの生徒が笑顔で過ごせたと思います。今回の修学旅行では目標の通り、心に刻まれる３日間とな

り、とても実り有るものになりました。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

修学旅行副実行委員長 

私達 3学年は今回の修学旅行で、修学旅行の目標である「アオハル〜心に刻む最高の思い出〜」を達

成し、たくさんのことを学べたと思います。 

例えば私の班では、1日目の奈良での班別行動で時間がずれてしまうことがありましたが、臨機応変

に対応し、仲間と協力することができました。2日目の京都ではタクシー運転手さんとコミュニケーシ

ョンをたくさんとり、それぞれの場所の歴史や豆知識をたくさん教えていただくことができ、事前学習

をしたときよりも日本の文化を深く理解できたと思いました。3日目の京都でのクラス行動では集合時

間が決められていることが多く、近くの人と時間を確認し合うなど時間を守ることの大切さを改めて

感じられました。 

この修学旅行では失敗することもあったと思いますが、助け合い、最終的に最高の修学旅行にできた

と思います。この経験を忘れず、今後の生活にも活かしていきたいです。 

 
3 学年主任 

5 月 11 日（土）から 13 日（月）まで、奈良・京都方面に修学旅行に行ってきました。 

奈良・京都での班別行動、3 日目のクラス行動では座禅体験、和菓子作りや絵付け体験など、たくさ

んの事を経験することができた 3 日間でした。修学旅行の学年目標である『アオハル～心に刻む最高

の思い出～』を全員で達成できたと思います。 

今回の修学旅行では本当に多くの方々からお褒めの言葉をいただきました。協力して行動する姿、

挨拶、言われる前に行動、メリハリのある行動など、本当に素晴らしかったです。特に宿の食事の片づ

け（食べっぷりも）は宿のおかみさんから毎回お褒めの言葉をいただきました。「素晴らしい学校です

ね。」この言葉を聞くたびに嬉しくて自然と笑顔になっていました。 

班別行動時には「自分たちで計画し自分たちで行動する。計画通りに進まないときは、みんなで協力

して臨機応変に対応する。」各班で協力し合い、今までに学んできたことを実践することができました。

とても嬉しかったとともに、頼もしく感じました。本当にこれまでの成長を感じることができた３日

間でした。 

修学旅行での経験が、生徒さんの更なる成長につながるよう、期待しています。 

ＰＴＡ会員の皆様へ （ＰＴＡ会費収納について） 

平中学校では、令和 6 年度ＰＴＡ会費の収納等につきましてＰＴＡ会長様から委任を受けております

ので、必要に応じて収納させていただきます。ご了承の程、宜しくお願いいたします。 

教頭  山田 敦 

今年度は 5 月 14 日（火）に平瀬川清掃が行われました。昨年度も参加したので、今年度はその反省を

生かし、さらに充実した活動をすることができたと思います。 

 日頃より平瀬川沿いはお掃除ができており、地域の方々がとても大切にされているのだなと改めて感

じました。さらに、先日 2 月の地域教育会議主催「教育講演会」にて、この流域も含まれる地域に伝承す

る行事や信仰を学んだ後なので、川の清冽な流れが今後も地域のシンボルのひとつとなるとよいなと思

いました。 

 生徒は、ごみ拾いはもちろんのこと、草むしりを精力的に行ないました。鎌などを持たせていないの

で、手ごわい草も手で引っ張らねばならず、特に平四丁目交差点付近は、若々しい、まるで育ち盛りの中

学生のような強靭な草が生い茂り、担当した 3 組は苦戦を強いられました。しかしどの生徒も、自分たち

が綺麗にした歩道を誇らしげに歩き、充実した顔をしていました。          


